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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】海では一日約２回の潮汐があり、陸地に落下し
た水は大部分は川を回帰し海へ放水する。その自然界に
存在する現象から、効率よく動力を取り出す。
【解決手段】陸地に海の潮汐と連動するプール２を作り
、水面の変動をフロート６の浮力と重量により機械的回
転運動に変換する。自然降下する水を利用するには、フ
ロートの入った水槽を複数設置し水源の上流から順次給
水し、水槽が満水になったら排水バルブにより低い位置
にある同様の機関又は水源の下流へ放水する。この時の
フロートの上下動を回転運動に変換する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フロートが水に浮いた時生じる浮力を縦方向の上への動力。フロート自体の重量が下方
向への動力。水面の変動によるフロートの上下動を、機械的に回転運動に変換する。
【請求項２】
　潮汐利用の場合は、陸地にプールを作りパイプ又は水路で海と直結し、海水面とプール
の水面は平衡する。
潮止まり時に回転運動を補助するため、連結した水槽を複数設置し水槽間での水位差の変
動によるフロートの変動により回転運動を維持する。
【請求項３】
　自然降下する水を利用する場合、一定水量を確保し複数の水槽に順次満配になるように
給水し満水になった水槽は順次排水を開始する。排水した水を低い位置に設置した同様の
設備に供給すれば階段式に連結できる。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【００１】
　この発明は、水槽内又はプールの水面にフロートを浮かせ、水面の変動によるフロート
の上下動を機械的回転運動に変換する。動力はフロートの浮力と重量。フロートの上下動
の距離に比例する。
【背景技術】
【００２】
　海では一日約２回の潮汐があり、陸地に落下した雨・雪などの大部分は川を回帰して海
へ放水します。その自然界に存在する現象から効率よく動力を取り出す。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００３】
　水力発電ではダムを作り大量の水と高い水圧でタービンを回転させ大出力の発電をしま
すが、流体から動力を取り出すのはロスが多く莫大な建設費と維持管理に大きなコストが
かかります。自然破壊や生態系にも影響があると言われています。自然にあたえる負荷・
負担・破壊を最小限にし自然から得る動力を最大限利用する。
【発明を解決させるための手段】
【００４】
　潮汐利用の場合は、陸地にプールを作りパイプ又は水路で海と直結し海水面とプールの
水面は平衡する。
【００５】
　満潮時・干潮時に起こる潮止まりの際に動力を得るには、プール内にフロートを設置し
た水槽を複数設置し１個は最満潮時の水位に保ち１個は最干潮時の水位に保ち、この２個
の水位差により潮止まりの際の動力を確保する。
【００６】
　自然降下する水を利用する場合には一定水量を確保し２個のフロートを設置した水槽を
並列に設置、片方の水槽が満杯になったらもう片方の水槽へ給水。同時に満杯になった水
槽は排水を開始する。給水量と排水量が同じであれば機関は回り続ける。排水した水を低
い位置にある同様の機関に送れば階段式に海までつなぐ事もできる。
【発明の効果】
【００７】
　今まで見逃していた自然現象から、エネルギーを取り出すことができる。
原子力発電所など海の近くにあり地震にデリケートな施設は、巨大プールに巨大フロート
を浮かべフロートの上に原子力発電所を建設すれば免震効果もあり大きな動力も得ること
もできる。
【発明を実施するための形態】
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【００８】
　潮汐利用の場合は、海が近くにあること。
自然降下する水を利用する場合は、常に水が流れている所に近い場所に設置する。図面を
参照して説明する。
【００９】
　図１、潮汐を動力に変換する機関の工程。２と１０の低部は４より低い位置にあり、１
は３より高い位置にある。
１０は地形などにより、パイプにするか水路にするかにより海と２の水位は平衡する。２
には６が浮いており、潮汐と連動する。６には７が固定されており、８と交差している、
８は７が上に動く又は下に動く時にラチェットギアにより９を一方向に回転させる。７が
停止している時は８を介し９は空転する。
【０１０】
　１４は潮止まり時の動力確保をするため複数の水槽のうち１本を満潮時の水位に保ち、
別の１本は干潮時の水位に保つ。次の満潮時には別の１本は満潮時の水位を保ち次の干潮
時には別の１本は干潮時の水位を保つ。複数の水槽はそれぞれ１３で結ばれていて複数の
１１の操作により９に回転力をあたえつづける。
【０１１】
　図２、自然降下する水を動力に変換する工程。
４からきた水は６が１１の位置にあるＡの水槽に給水し、同時に６が１０の位置にあるＢ
の水槽の３を解放する。ＡとＢのフロートの位置が逆転したら同時にＡの２を閉じ、Ｂの
２を開き、Ａの３を開き、Ｂの３を閉じる。これを繰り返す事で９は回り続ける。
【図面の簡単な説明】
【０１２】
【図１】潮汐を動力に変換する機関の工程図。［符号の説明］１・・・陸地　２・・・プ
ール　３・・・最満潮時水位　４・・・最干潮時水位　５・・・現水位　６・・・フロー
ト　７・・・シャフトギヤ　８・・・ラチェットギヤボックス　９・・・回転軸　１０・
・・水路又はパイプ　１１・・・開閉バルブ　１２・・・水槽　１３・・・連結パイプ　
１４・・・潮止まり時の動力機関
【図２】自然降下する水を動力に変換する機関の工程図。［符号の説明］１・・・水槽　
２・・・給水バルブ　３・・・排水バルブ　４・・・上流からの給水　５・・・下流への
排水又は下流にある同機関への給水　６・・・フロート　７・・・シャフトギヤ　８・・
・ラチェットギヤボックス　９・・・回転軸　１０・・・最高水位　１１・・・最低水位
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